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ことしの富山県予算

物を大切にする運動について

秩序ある街づくりへ

土地利用基本計画

社会復帰をめざして

くらしの知恵

物価 と家計簿

トピッ ク ス

1975・4・もくじ

予
算
編
成
の
基
本

みんなの県政

従
来
に
も
増
し
て
人
間
回
復
の
考

え
を
貫
き
、
福
祉
の
充
実
、
県
民
生

活
の
安
定
、
中
小
企
業
対
策
を
基
本

ま
だ
¥

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

総
需
要
抑
制
の
基
調
を
堅

持
し
な
が
ら
も
¥
公
共
事
業
は
国
の

認
証
見
込
額
に
相
応
す
る
額
を
組
み

ま
し
た
、ガ
、
土
木
、
農
地
な
ど
事
業

に
つ
い
て
は
前
年
度
当
初
を
や
や
下

回
る
規
模
に
抑
制
し
て
い
ま
す
。
人

件
費
に
つ
い
て
も
¥
そ
の
膨
張
を
極

り
ま
し
だ
。

力
抑
え
¥
事
務
的
経
費
の
節
減
を
図

こ
と
し
の
予
算
の
主
な
も
の
は
次

頁
の
と
お
り
で
す
。
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、
社
会
福
祉
の

充
実
の
だ
め
に

4
1

身
体
障
害
者
の
福
祉
増
進

川
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設

幼
児
か
ら
成
人
ま
で
を
対
象
と
し
た
各
種

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
施
設
設
備
を
備
え

た
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
を
、
富
山
市
針

原
地
内
に
昭
和
五
十
年
か
ら
計
画
的
に
整
備

し
ま
す
。
こ
と
し
は
、
版
体
不
自
由
児
施
設

(
重
度
児
収
容
施
設
、
母
子
入
園
部
門
歩
合
み

ま
す
。)の
建
設
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

間
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
公
費
負
担
制

度
を
ひ
ろ
げ
る

十
月
か
ら
、
所
得
税
の
非
課
税
世
帯
に
ま

で
範
囲
を
拡
充
し
ま
す
。

ω在
宅
重
度
身
体
障
害
者
の
住
宅
改
善
費
補

助
を
ひ
ろ
げ
る

四
月
か
ら
所
得
税
の
非
課
税
世
帯
ま
で
範

間
生
涯
健
康
管
理
体
制
の
基
礎
調
査

県
立
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
と
検
診
セ
ン
タ

ー
の
設
置
や
、
総
合
的
な
検
診
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
必
要
な
基
礎
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

2
病
気
回
復
の
促
進

川
特
定
疾
患
対
策
の
充
実

県
単
独
で
実
施
し
て
い
る
十
五
疾
患
の
う

ち
五
疾
患
を
十
月
以
降
全
額
公
費
負
拘
対
象

疾
患
と
し
、
全
額
公
費
負
担
対
象
疾
患
を
十

五
疾
患
に
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
県
単
独
制

度
の
対
象
疾
患
に
四
月
か
ら
新
た
に
溶
血
性

貧
血
、
肺
線
緯
症
、
特
発
性
心
筋
症
、
免
疫

不
全
症
侯
群
、
脳
背
髄
血
管
異
常
、
網
膜
色

素
変
性
症
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病
、
慢
性
騨
炎
の

八
疾
患
を
加
、
え
ま
す
。

ω精
神
衛
生
対
策
の
充
実

精
神
障
害
回
復
者
を
工
場
、
事
業
所
に
委

託
し
て
早
期
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
職
親
制

度
を
設
け
ま
す
。

3
看
護
職
員
の
不
足
解
消

未
就
業
資
格
者
の
調
査
、
登
録
の
た
め
の

ナ
l

ス
ザ
ハ
ン
ク
の
設
置
と
病
院
等
院
内
保
育

事
業
の
運
営
費
を
助
成
し
ま
す
。

囲
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。

川
福
祉
電
話

歩
行
困
難
な
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
重
度
身
体

障
害
者
に
福
祉
電
話
を
一
干
台
お
貸
し
し
ま
す
。

川
重
度
障
害
者
福
祉
手
当

在
宅
重
度
障
害
者
の
世
話
を
し
て
い
る
家

族
な
ど
に
月
額
四
千
円
の
介
護
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

川
心
身
障
害
児
訪
問
指
導
員
の
増
員

在
宅
心
身
障
害
児
の
教
育
指
導
を
強
化
す

る
た
め
在
宅
訪
問
指
導
員
を
五
名
増
員
し
ま

す
。2

老
人
福
祉
の
充
実

川
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
員

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
員
の
設
置
に
要
す

る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

4
国
立
富
山
医
科
薬
科
大
学

の
関
学
促
進

十
月
の
開
学
、
明
年
四
月
か
ら
の
学
生
受

間
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
費
の
増
額

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
助
成
費
を
年

額
五
万
千
、
六
百
円
に
増
額
し
ま
す
。

川
老
人
福
祉
電
話

ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
老
人
に
貸
与
す
る
福
祉

電
話
を
三
十
台
増
設
し
ま
す
。

同
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

新
川
地
区
に
新
設
さ
れ
る
定
員
五
十
名
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
助
成
し
ま
す
。

同
老
人
用
栽
培
園

帰
中
町
轡
田
地
区
に
設
置
す
る
緑
化
セ
ン

タ
ー
内
に
、
老
人
の
た
め
の
農
園
を
設
け
ま

す
。3

由
子
保
健
の
充
実

川
乳
児
、
妊
産
婦
医
療
の
公
費
負
担

零
歳
の
乳
児
と
妊
娠
中
毒
症
や
糖
尿
病
の

妊
産
婦
の
医
療
費
を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

-・掴-

一
、
保
健
衛
生
の

A
l

健
康
管
理
の
充
実

川
成
人
病
対
策

け
入
れ
に
備
え
、
仮
校
舎
の
改
修
な
ど
関
連

施
設
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

三
、
県
民
生
活

安
定
対
策
の
推
進

A
l

県
民
生
活
安
定
条
例

県
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
は
か
る
た
め
、

物
価
の
恒
常
的
な
対
策
と
消
費
者
保
護
を
基

本
と
し
、
物
を
大
切
に
す
る
運
動
を
推
進
す

る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

4
児
童
福
祉
の
充
実

川
児
童
施
設
へ
の
助
成

保
育
所
、
児
童
厚
生
施
設
な
ど
の
建
設
や

運
営
の
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

山
高
校
入
学
支
度
金
の
支
給

養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
が
、
高

校
へ
入
学
す
る
と
き
高
校
入
学
支
度
金
と
し

て
一
人
二
万
五
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

5
E子
{
丞
挺
の
福
祉
充
実

川
エ
ン
ゼ
ル
・
マ
マ
の
派
遣

十
二
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
母
子
家
庭

の
母
や
子
ど
も
が
病
気
で
、
介
護
す
る
者
が

い
な
い
場
合
に
、
母
親
が
わ
り
の
介
護
人
を

派
遣
し
ま
す
。

間
母
子
福
祉
資
金
等
の
貸
付
枠
の
増
額

母
子
福
祉
資
金
と
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

枠
を
一
、
五

O
O万
円
増
額
し
ま
す
。

2
 

充
実循

環
器
疾
患
と
ガ
ン
の
検
診
補
助
対
象
人

員
を
ひ
ろ
げ
ま
す
。

2
物
資
の
価
格
安
定
と

需
給
の
調
整

川
単
位
価
格
表
示
の
普
及

青
果
物
、
鮮
魚
物
、
加
工
食
品
の
う
ち
三

十
品
目
に
つ
い
て
富
山
市
と
高
岡
市
内
の
各

五
屈
を
単
位
価
格
表
示
屈
と
し
、
こ
こ
を
拠
点

と
し
て
全
県
的
に
単
位
価
格
表
を
普
及
推
進

し
ま
す
。

川
端
境
期
野
菜
の
確
保

保
冷
庫
や
耐
風
雪
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

助
成
し
、
そ
こ
を
拠
点
団
地
と
し
て
端
境
期

の
野
菜
確
保
を
は
か
り
ま
す
。

川
野
菜
価
格
の
安
定

生
産
者
の
価
格
保
証
基
準
額
を
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
富
山
県
野
菜
価
格
安
定
資
金
協

会
に
対
す
る
生
産
者
の
負
担
率
を
引
き
下
げ

て
公
費
負
担
と
し
ま
す
。

同
食
品
流
通
機
構
の
整
備
促
進

地
方
卸
売
市
場
や
総
合
食
料
品
小
売
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
助
成
し
て
、
食
品
流
通
機
構

の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

川
移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
開
催

移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
卓
に
よ
る
巡
回

移
動
相
談
、
移
動
講
座
、
商
品
テ
ス
ト
な
ど

を
県
内
各
地
域
で
開
催
し
、
賢
い
消
費
者
運

3 

動
を
進
め
ま
す
。



四
、
生
活
基
盤
の
整
備

4
1

土
地
対
策
の
推
進

川
国
土
利
用
県
計
画
の
策
定

住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
総
合
計
画
の

土
地
利
用
基
本
構
想
を
根
幹
と
し
て
県
土
の

総
合
的
で
計
画
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め

の
国
土
利
用
県
計
画
を
作
り
ま
す
。

ω乱
開
発
の
規
制
と
地
価
の
抑
制

国
土
利
用
計
画
法
と
土
地
対
策
要
綱
の
適

正
な
運
営
に
よ
り
、
乱
開
発
の
規
制
、
地
価

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

2
過
疎
、
山
村
地
域
の
振
興

川
過
疎
山
村
地
域
の
足
の
確
保

過
疎
山
村
地
域
の
不
採
算
の
パ
ス
路
線
に

助
成
し
、
地
域
住
民
の
足
の
確
保
を
は
か
り

ま
す
。

山
へ
き
地
教
育

二
個
復
式
学
級
編
成
の
生
徒
数
基
準
を
十

五
、
自
然
環
境
の
保
全

q
立
山
地
区
の
自
然
保
護

川
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
増
員

自
然
保
護
の
気
運
を
高
め
る
た
め
、
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ス
ト
を
六
十
四
名
増
員
し
ま
す
。

ω雷
鳥
の
保
護

立
山
の
室
堂
山
周
辺
で
の
ス
キ
ー
を
一
定

期
間
規
制
し
、
雷
鳥
の
保
護
増
殖
に
努
め
ま

す
。ω植

生
活
力
度
の
調
査

立
山
の
植
物
を
赤
外
線
撮
影
し
て
活
力
度

を
調
べ
将
来
の
立
山
の
自
然
保
護
対
策
の
資

料
と
し
ま
す
。

2
県
民
公
園
の
整
備
促
進

砺
波
市
頼
成
山
地
区
の
保
健
休
養
林
を

「
頼
成
の
森
L

と
し
て
四
月
か
ら
開
園
し
ま

す
。
ま
た
「
太
閤
山
ラ
ン
ド
」
や
、
小
杉
・

大
門
聞
の
中
央
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
建

設
を
進
め
ま
す
。

3
ふ
る
さ
と
歩
道
の
整
備

気
軽
に
自
然
に
親
し
め
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
山
道
と
し
て
の
「
ふ
る
さ
と
歩
道
」
を

県
内
各
地
に
逐
次
整
備
し
ま
す
。

4
花
と
緑
の

県
づ
く
り
の
推
進

川
緑
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設

樹
木
に
つ
い
て
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
研

修
展
示
が
で
き
る
管
理
塔
と
苗
畑
見
本
園
、

実
習
園
を
併
設
し
た
。
緑
化
セ
ン
タ
ー
を
二

カ
年
継
続
事
業
で
建
設
し
ま
す
。

ω「花
と
緑
の
銀
行
」
の
強
化

花
と
緑
の
地
方
銀
行
を
百
行
ふ
や
し
て
三

0
0行
と
し
、

日
常
生
活
に
う
る
お
い
と
や

す
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
よ
う
に
努
め
ま
す
。

六
、
生
涯
教
虫
同
の
推
進

五
人
に
引
き
下
げ
ま
す
。

3
公
害
防
比
対
策
の
充
実

川
公
害
防
止
対
策
の
充
実

移
動
観
測
局
の
増
設
や
常
時
観
測
局
で
の

測
定
対
象
に
窒
素
酸
化
物
と
オ
キ
、
ン
ダ
ン
ト
を

加
え
る
ほ
か
、
悪
臭
防
止
対
象
に
二
硫
化
メ

チ
ル
な
ど
を
追
加
し
て
大
気
汚
染
監
視
の
強

化
を
は
か
り
ま
す
。

山
水
質
の
保
全

環
境
基
準
の
類
型
指
定
と
上
乗
せ
排
水
基

準
を
設
定
し
て
'い
な
い
早
月
川
等
八
河
川
と

富
山
湾
沿
岸
海
域
に
つ
い
て
水
質
環
境
調
査

を
実
施
し
、
環
境
基
準
の
類
型
指
定
と
上
乗

せ
排
水
基
準
を
設
定
し
ま
す
。

川
公
共
水
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

工
場
排
水
の
監
視

・
測
定
な
ど
公
共
水
域

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
す
。

川
中
小
企
業
の
公
害
防
止
施
設
設
備
の
奨
励

中
小
企
業
の
公
害
防
止
施
設

・
設
備
の
規

模
の
大
型
に
伴
、
つ
資
金
需
要
の
増
大
に
対
応

す
る
た
め
、
貸
付
限
度
額
を
一
、
五
O
O
万

円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

4
住
宅
の
建
設

特
定
目
的
公
営
住
宅
の
建
設

一
般
の
公
営
住
宅
の
ほ
か
、
老
人
同
居
向

き
、
多
家
族
向
き
、
老
人
家
族
用
、
母
子
世

帯
用
の
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

5
市
町
村
国
民
健
康
保
険

事
業
の
育
成
強
化

県
国
保
連
合
会
の
運
営
費
助
成
の
増
額
と

A
l

社
会
教
育
の
推
進

川
県
民
大
学
校
の
拡
充

富
山

・
高
岡
で
開
催
す
る
夏
期
大
学
の
ほ

か
、
県
立
高
校
を
中
心
と
し
た
地
方
的
特
色

を
生
か
し
た
地
方
講
座
や
比
較
的
に
受
講
機

会
の
少
な
い
地
区
に
開
設
す
る
夏
期
大
学
ミ

ニ
版
と
し
て
の
移
動
講
座
や
、
各
放
送
局
で

放
送
す
る
中
か
ら
選
定
し
た
番
組
を
中
心
と

し
て

疑
問
に
答
え
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
形
式

の
放
送
通
信
講
座
を
行
な
い
ま
す
。

ω幼
児
教
育
相
談
事
業
の
推
進

若
い
両
親
か
ら
幼
児
教
育
の
相
談
に
応
じ

ら
れ
る
よ
う
、

は
が
き
に
よ
る
通
信
相
談
や

5
水
資
源
の
育
効
利
用
と

上
下
水
道
の
甑
充

川
水
資
源
の
有
効
利
用

子
撫
川
、
角
川
、
熊
野
川
の
ダ
ム
建
設
を

促
進
し
、
上
市
川
の
第
二
ダ
ム
と
県
営
発
電

所
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

ω水
需
給
総
合
基
本
計
画
の
作
成

水
資
源
に
つ
い
て
の
継
続
的
調
査
の
取
り

ま
と
め
を
行
な
い
、
将
来
に
わ
た
る
水
資
源

の
開
発
と
有
効
利
用
の
総
合
基
本
計
画
を
作

成
し
ま
す
。

ω水
道
用
水
の
建
設

県
営
の
西
部
と
熊
野
川
、
企
業
団
営
の
砺

波
の
三
つ
の
水
道
用
水
供
給
事
業
の
建
設
を

進
め
ま
す
。

4 

川
水
道
の
広
域
化
と
水
道
料
金
の
平
準
化
の

推
進

同
一
市
町
村
内
の
水
道
事
業
の
総
合
整
備

と
水
道
災
害
の
事
故
に
備
え
て
市
町
村
聞
の

水
道
災
害
対
策
連
絡
管
を
整
備
す
る
事
業
に

助
成
す
る
な
ど
、
水
道
の
広
域
化
と
水
道
料

金
の
平
準
化
を
進
め
ま
す
。

川
下
水
道
事
業
の
促
進

小
矢
部
川
、
神
通
川
の
各
流
域
下
水
道
事

業
の
建
設
促
進
に
努
め
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
用

地
の
確
保
の
た
め
に
、
地
元
住
民
各
位
の
理

解
と
協
力
を
得
る
よ
、
つ
努
め
ま
す
。

医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
実
施
に
伴
う
国
民

健
康
保
険
財
政

へ
の
波
及
を
緩
和
す
る
た
め

の
過
渡
的
な
措
置
と
し
て
の
助
成
を
行
な
い

ま
す
。

5
 

テ
レ
ビ
放
送
に
よ
る
指
導
、

地
域
で
の
巡
回

相
談
を
推
進
し
ま
す
。

川
地
域
社
会
教
育
の
充
実

派
遣
社
会
教
育
、
王
事
の
三
名
増
員
と
、
公

民
館
指
導
員
の
十
名
増
員
の
ほ
か
、
乳
幼
児

学
級
の
新
設
な
ど
、

世
代

地
域
に
密
着
し、

に
即
応
し
た
施
策
を
進
め
ま
す
。

2
文
化
財
の
保
護

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
建
設

郷
土
の
貴
重
な
文
化
遺
産
の
収
納
と
調
査

研
究
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。



七
、
受
通
安
全
対
策
の
推
進

A
I

受
通
安
全
施
設
の
整
備

パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
の
設
置
や
交
通
標

示

・
標
識
・
信
号
機
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

2
-父
通
管
制
セ
ン
タ
ー
の
建
設

都
市
交
通
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
、
五

十
二
年
四
月
管
制
開
始
を
目
途
に
交
通
管
制

セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

3
安
全
運
転
教
育
セ
ン
タ
ー

の
開
所

運
転
免
許
試
験
場
と
安
全
運
転
学
校
を
併

設
し
た
安
全
運
転
教
育
セ
ン
タ
ー
を
七
月
か

ら
開
所
し
ま
す
。

八
、
震
林
水
産
業
の
振
興

4
1

農
業
の
振
興

川
農
用
地
の
利
用
増
進

農
用
地
流
動
化
モ
デ
ル
地
区
を
も
う
け
中

核
農
家
の
農
地
取
得
に
よ
る
規
模
拡
大
と
農

用
地
利
用
を
増
進
し
ま
す
。

問
中
核
農
家
の
育
成
指
導

農
業
の
類
型
別
研
修
機
会
の
拡
大
と
、
モ

デ
ル
農
家
を
設
置
し
て
の
グ
ル
ー
プ
育
成
や

グ
ル
ー
プ
相
互
の
補
完
に
よ
る
経
営
向
上
を

九
、
中
小
企
業
等
の
振
興

A
l

中
小
企
業
の
振
興

川
経
営
指
導
員
の
増
員

経
営
指
導
員
十
五
名
、
記
帳
指
導
員
十
名

を
増
員
し
、
指
導
体
制
を
拡
充
し
て
経
営
改

善
の
普
及
推
進
を
は
か
り
ま
す
。

ω金
融
の
円
滑
化

不
況
色
の
強
い
業
種
を
中
心
に
中
小
企
業

経
営
の
安
定
を
は
か
る
た
め
の
経
済
変
動
対

策
緊
急
融
資
資
金
等
融
資
を
融
資
枠
の
拡
大

を
行
な
い
、
中
小
企
業
信
用
保
証
協
会
に
対

す
る
出
摘
金
の
増
額
な
ど
に
よ
っ
て
金
融
の

円
滑
化
を
は
か
り
ま
す
。

川
中
小
企
業
の
体
質
強
化

中
小
企
業
の
体
質
強
化
を
積
極
的
に
進
め

る
た
め
設
備
近
代
化
資
金
、
高
度
化
資
金
、

技
術
改
善
施
設
資
金
、

工
場
移
転
促
進
資
金

を
大
幅
に
増
額
し
ま
す
。

川
伝
統
的
工
芸
産
業
の
振
興

' ， 

郷
土
の
伝
統
的
工
芸
産
業
振
興
の
た
め
、

後
継
者
育
成
の
助
成
を
行
な
い
ま
す
。

川
中
小
企
業
振
興
審
議
会
の
設
置

中
小
企
業
の
近
代
化
の
方
向
ゃ
あ
り
方
に

つ
い
て
、
長
期
的
観
点
に
た

っ
た
施
策
の
体

系
を
定
め
る
た
め
の
調
査
審
議
機
関
と
し
て

中
小
企
業
振
興
審
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

2
環
境
と
調
和
し
生
活
を

豊
か
に
す
る
工
業

知
識
集
約
化
対
策
審
議
会
の
設
置

こ
れ
か
ら
の
工
業
は
、
資
源
型
か
ら
機
械

系
を
中
心
と
す
る
高
付
加
価
値

・
知
識
集
約

型
へ
転
換
し
、
環
境
や
資
源
の
許
可
範
囲
内

で
適
正
な
成
長
を
は
か
る
必
要
が
あ
り
、
こ

の
調
査
審
議
機
関
と
し
て
知
識
集
約
化
対
策

審
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

3
薬
業
の
振
興

指
導
し
、
健
全
な
中
核
農
家
の
育
成
を
は
か

り
ま
す
。

川
優
良
米
の
生
産

優
良
品
種
の
作
付
け
を
組
織
的
計
画
的
に

広
め
、
良
質
米
の
集
団
栽
培
を
推
進
す
る
た

め
の
重
点
集
落
の
設
定
や
米
生
産
地
地
力
培

養
パ
イ
ロ

ッ
ト
地
区
の
設
置
、
農
作
業
の
受

託
組
織
の
育
成
、
農
業
団
地
の
形
成
な
ど
を

進
め
ま
す
。

川
野
菜
の
生
産

生
産
団
地
を
拡
充
し
、
価
格
保
証
制
度
を

改
善
強
化
し
ま
す
。
ま
た
供
給
率
の
低
い
端

境
期
野
菜
の
生
産
を
進
め
ま
す
。

川
花
き
集
団
産
地
の
育
成

花
き
集
団
産
地
育
成
の
た
め
、
ト
ラ
ク
タ

ー
、
ト
レ
ー
ラ
ー
、
フ
ロ
ン
ト
ロ

l
ダ
等
の

省
力
機
械
や
格
納
庫
の
設
置
に
助
成
し
ま
す
。

川
果
樹
栽
培
の
合
理
化

果
樹
栽
培
の
合
理
化
を
推
進
す
る
た
め
、

開
お
貯
蔵
施
設
や
土
壊
改
良
機
器
に
助
成
し

ま
す
。

2
畜
産
の
振
興

川
飼
料
対
策

粗
飼
料
の
増
産
と
効
率
的
利
用
を
促
進
す

る
た
め
、
水
田
裏
作
と
し
て
の
飼
料
作
物
の

生
産
と
稲
わ
ら
の
飼
料
化
を
奨
励
し
ま
す
。

間
流
通
飼
料
対
策

飼
料
の
流
通
の
円
滑
化
と
価
格
安
定
の
た

よ
り
優
良
な
医
薬
品
の
製
造
と
品
質
管
理

の
指
導
を
強
化
し
、
製
造
所
の
粉
じ
ん
対
策

や
有
害
金
属
染
染
対
策
の
技
術
研
究
を
行
な

い
、
製
薬
企
業
の
近
代
化
計
画
を
推
進
し
ま

す
。4

貿
易
の
振
興

モ
ス
ク
ワ
見
本
市
・
北
京
日
本
総
合
展
覧

会
の
参
加
と
北
海
道
で
富
山
県
の
物
産
と
観

光
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
貿
易
の
振
興
に
努

め
、
配
合
資
料
価
格
安
定
基
金
積
立
金
に
助

成
し
ま
す
。

間
肉
用
牛
肥
育
資
金
の
利
子
補
給

肉
用
牛
肥
育
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
、

年
五
分
五
厘
の
利
子
補
給
を
行
な
い
ま
す
。

3
農
業
基
盤
の
整
備
促
進

ほ
場
整
備
事
業
の
通
年
施
行
や
農
村
総
合

整
備
モ
デ
ル
事
業
、
農
業
構
造
改
善
事
業
を

進
め
ま
す
。

4
林
業
の
振
興

林
業
労
働
力
の
確
保

森
林
組
合
労
務
班
の
通
年
就
労
の
促
進
と
、

学
生
の
協
力
を
得
て
そ
の
労
働
力
を
導
入
し
、

林
業
労
働
力
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

6 

5
水
産
業
の
振
興

川
水
産
物
産
地
流
通
加
工
セ
ン
タ
ー

総
事
業
費
五
億
二
千
万
円
、
三
カ
年
継
続

事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
る
水
産
物
産
地
流
通

加
工
セ
ン
タ
ー
に
助
成
し
、
水
産
物
の
価
格

安
定
を
進
め
ま
す
。

ω漁
業
振
興
事
業
の
推
進

水
揚
荷
搬
施
設
、
舟
揚
施
設
、
わ
か
め
処

理
加
工
施
設
等
の
建
設
を
す
す
め
、
第
二
次

沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
や
、
い
わ
な
の
養

殖
な
ど
の
内
水
面
総
合
振
興
事
業
を
助
成
し
、

漁
業
の
振
興
を
は
か
り
ま
す
。

め
ま
す
。

5
観
光
対
策
の
推
進

立
山
山
麓
観
光
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
基
地

の
整
備
促
進

自
然
保
護
と
の
調
和
を
は
か
り
な
が
ら
、

全
シ
ー
ズ
ン
利
用
で
き
る
観
光
レ
ク
リ
ェ
l

シ
ョ
ン
基
地
の
開
発
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、

立
山
山
麓
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
ま

す
。

十
、
労
働
対
策
の
推
進

A
l

労
働
力
の
確
保

川
中
高
年
令
者
の
雇
用
促
進

中
高
年
令
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、

雇
用
奨
励
金
交
付
対
象
年
令
を
五
十
五
歳
に

引
き
下
げ
ま
す
。

間
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

技
能
の
高
度
化
、
多
様
化
に
適
応
で
き
る

フ

技
能
者
を
養
成
す
る
た
め
、

在
職
勤
労
者
養

成
訓
練
を
目
的
と
し
た
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
ま
す
。

2
勤
労
者
の
福
祉
推
進

勤
労
者
の
生
活
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、

勤
労
者
金
融
対
策
を
充
実
し
、
勤
労
者
福
祉

施
設
の
誘
致
と
拡
充
に
努
め
ま
す
。



十
一
、
基
幹
突
通
網
と

産
業
基
盤
の
整
備

A
I

北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進

政
府
予
算
に
前
年
度
と
同
額
の
建
設
費
が

計
上
さ
れ
、
目
下
鉄
道
建
設
公
団
に
お
い
て

実
施
計
画
を
作
成
中
で
あ
り
、
速
や
か
な
工

事
の
着
工
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
新
幹
線

停
車
駅
周
辺
の
整
備
の
た
め
の
調
査
を
行
な

い
ま
す
。

2
北
陸
自
動
車
道
の
建
設

富
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
小
杉
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
を
秋
の
供
用
開
始
を
目

途
に
建
設
し
、
富
山
市
か
ら
朝
日
町
ま
で
を

昭
和
五
十
三
年
度
開
通
を
目
標
に
用
地
買
収

を
進
め
ま
す
。

3
流
通
基
地
の
整
備

北
陸
自
動
車
道
の
整
備
に
伴
う
物
資
流
通

量
、
自
動
車
交
通
量
の
大
幅
増
加
や
大
型
化

に
対
処
し
、
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
と
物
資
の

安
定
的
供
給
を
は
カ
る
流
通
業
務
用
地
の
造

成
に
着
手
し
ま
す
。

4
伏
木
港
の
機
能
回
復

伏
木
港
の
左
岸
二
パ
ー
ス
、
右
岸
一
パ
ー

ス
の
機
能
の
年
度
内
回
復
に
努
め
、
し
ゅ
ん

せ
つ
工
事
を
促
進
し
ま
す
。

十
三
、
青
少
年
の
健
全
育
成

4
1

国
立
少
年
自
然
の
家

の
誘
致

青
年
の
山、

県
立
少
年
自
然
の
家
が
完
成

し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
施
設
は

一
段
と
充
実
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
立
少
年

自
然
の
家
を
誘
致
し
て
一
層
の
充
実
を
は
か

る
よ
、
つ
強
力
に
運
動
を
進
め
ま
す
。

2
青
年
の
船
の
中
国
派
遣

四
月
二
日
富
山
新
港
を
出
航
し
、
四
月
十

八
日
帰
港
す
る
予
定
で
、
中
華
人
民
共
和
国

へ
二
三
二
名
の
団
員
を
派
遣
し
、
団
体
生
活

の
規
律
と
社
会
的
連
帯
感
を
養
い
、
中
華
人

民
共
和
国
の
実
情
を
つ
ぶ
さ
に
見
学
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
国
際
感
覚
を
体
得
す
る
よ
う
に

し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
は

か
り
ま
す
。

3
児
童
生
徒
の
健
康
保
持

近
視
予
防
対
策
の
樹
立
を
は
か
り
、
母
子

で
学
ぶ
肥
満
児
教
室
の
開
設
や
体
力
増
強
研

究
委
員
会
の
設
置
等
を
行
な

っ
て
、
児
童
生

徒
の
健
康
保
持
増
進
に
努
め
ま
す
。

4
私
立
学
校
の
振
興

私
立
高
校
・
私
立
幼
稚
園
の
運
営
費
補
助

を
大
幅
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
私
立
学
校

教
育
振
興
対
策
懇
談
会
を
設
置
し
て
本
県
の

私
学
行
政
の
指
針
を
得
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
r

。

笠
松
整
問
の
充
実

十
、

A
l

県
立
高
等
学
校
教
育

の
充
実

川
学
級
定
員
の
切
り
下
げ

職
業
科
歩
』
中
心
に
学
級
定
員
を
切
り
下
げ

て
、
教
師
と
生
徒
と
の
人
間
的
な
つ
な
が
り

を
深
め
る
よ
、
つ
措
置
し
ま
す
。

山
特
殊
学
校
教
員
の
充
実

盲
ろ
う
、
養
護
学
校
教
員
を
増
員
し
、
特

殊
学
校
の
教
員
を
充
実
し
ま
す
。

仙
定
時
制
教
育
の
振
興

入
学
時
に
修
学
の
奨
励
と
脱
落
の
防
止
の

た
め
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る

ほ
か
、
修
学
奨
励
金
貸
与
制
度
の
拡
充
等
勤

労
青
少
年
教
育
の
振
興
を
行
な
い
ま
す
。

同
農
業
漁
業
後
継
者
教
育
の
振
興

農
業
漁
業
後
継
者
の
育
成
と
生
き
甲
斐
意

識
の
養
成
の
た
め
、
生
徒
研
究
発
表
会
を
開

催
し
助
長
を
は
か
り
ま
す
。

巴

2
学
校
給
食
の
改
善
、

川
冷
凍
保
管
庫
等
の
設
備
充
実

充
実

市
町
村
の
冷
凍
保
管
庫
等
の
設
備
充
実
に

助
成
す
る
と
と
も
に
、
価
格
安
定
基
金
へ
の

助
成
を
行
な
い
学
校
給
食
の
一
層
の
改
善
、

充
実
に
つ
と
め
ま
す
。

ω価
格
安
定
基
金
等
へ
の
増
額

冷
凍
食
品
の
安
定
価
格
保
持
の
た
め
、
価

格
安
定
基
金
へ
の
助
成
を
増
額
し
、
学
校
給

食
会
の
基
本
物
資
購
入
に
要
す
る
資
金
の
貸

付
金
を
増
額
し
ま
す
。

十
四
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

? 

A
l

ス
ポ
ー
ツ
条
件
の
整
備

川
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
設
置

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
実
施
を
企
画
、
立
案
す

る
ス
ポ
ー
ツ
主
事
を
設
置
し
て
市
町
村
に
派

遣
す
る
ほ
か
、
市
町
村
社
会
体
育
指
導
員
を

増
員
し
ま
す
。

ω学
校
体
育
施
設
の
開
放

学
校
体
育
施
設
の
開
放
校
と
全
市
町
村
に

拡
大
し
、
県
立
学
校
で
一
校
、
小
中
学
校
で

九
校
を
開
放
し
ま
す
。

川
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
パ
ン
ク
の
設
置

県
お
よ
び
市
町
村
に
ス
ポ
ー
ツ
リ
l

タ
ー

バ
ン
ク
を
設
置
し
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
を
登

録
し
て
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
の
需
要
解
消
を

は
か
り
ま
す
。

川
県
営
高
岡
武
道
館
の
設
置

高
岡
市
に
鉄
筋
二
階
建
で
柔
剣
道
の
公
式

試
合
が
各
二
面
行
な
え
る
県
営
武
道
館
を
建

設
し
ま
す
。

仰
山
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

冬
季
大
山
国
体
の
リ
レ
l

ス
タ
ー
ト
ゾ
l

日

ン
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
を
建
設
す
る

た
め
、
一

O
四
名
を
収
容
す
る
宿
泊
研
修
施

設
と
し
て
の
山
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
ま
す
。

2
冬
季
国
体
の
開
催

五
十
一
年
二
月
に

「立
山
に
美
と
力
と
友

情
と
」
を
テ

l
マ
に
「
お
お
や
ま
国
体
」
を

開
催
し
ま
す
。
競
技
役
員
の
養
成
、
選
手
の

強
化
に
一
段
と
力
を
注
ぎ
、
簡
素
に
し
て
実

り
あ
る
国
体
を
目
標
に
、
そ
の
成
功
の
た
め

万
全
を
期
し
ま
す
。



頼
成
の
森
開
園

八
種
類
の
樹
種
を
約
八
万
五
千
本
植
栽
し
た

の
を
始
め
、
芝
生
広
場
二
カ
所
五
千
平
方
灯
、

一
一
カ
所
で
約
二
百
七
十
台
収
容
可
能
な
駐
車

場
、
約
九
日
に
お
よ
ぶ
遊
歩
道
、
四
キ
ロ
余
り

の
自
動
車
道
、
ベ
ン
チ
、
案
内
板
、
休
憩
施

設
、
水
飲
場
、
便
所
、
管
理
棟
な
ど
が
設
置

さ
れ
、
今
後
、
昭
和
五
十
三
年
度
ま
で
に
は
、

自
動
車
道
、
駐
車
場
の
舗
装
を
始
め
と
し
、

休
恕
施
設
、
便
所
、
ベ
ン
チ
、
芝
生
広
場
な

ど
の
増
設
、
子
供
が
楽
し
く
遊
べ
る
た
め
遊

具
施
設
を
設
置
し
た
子
供
の
広
場
、
湿
生
植

物
園
の
造
成
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
遊
歩
道
を
利
用
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
l
ス
と
し
て
、
若
い
人
む
き
の
公
圏
外
周

コ
ー
ス
、

(
所
要
時
間
、
三
時
間
三
十
分
、

距
離
、
六
日
)
、
年
輩
む
き
の
中
腹
コ
ー
ス
、

(所
要
時
間
、
三
時
間
、
距
離
五
日
)、
ま
た
、

第
二
駐
車
場
を
中
心
と
し
た
天
狗
山
コ
l

ス、

(四
コ
l

ス
)
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

コ

ー
ス
に
は
観
望
台
、
天
狗
山
山
頂
、
見
晴
の

丘
、
千
光
寺
展
望
台
、
芹
谷
の
丘
な
ど
の
展

望
の
よ
い
箇
所
が
あ
り
、
小

・
中
学
校
の
遠

足
、
若
い
人
の
グ
ル
ー
プ
、
家
族
ぐ
る
み
の

ハ
イ
キ
ン
グ
の
場
と
し
て
小
鳥
の
さ
え
ず
り

を
聞
き
な
が
ら
昆
虫
の
動
き
な
ど
、
動
植
物

生
態
の
観
察
が
で
き
、
澄
ん
だ
空
気
と
き
わ

や
か
な
緑
に
包
ま
れ
な
が
ら
自
然
と
気
軽
に

ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
最
高
の
憩
い
の
場

0展望のょいと二ろ

観望台

天狗山

見晴の丘

千光寺展望台

芹谷(せりたに)の丘

ドングリのこみち

松葉のこみち

ツツジのこみち

0遊歩道

ミツバツツジの道

ソヨゴの道

緑のトンネル

ツバキの道

松風の道

第l駐車場(P-1) 

第2駐車場(P-2) 

便所(W-C)

水飲場⑧

休憩小屋(曾)

. こんな施設があります

0樹木園地

花木の園

ドングリキ木

サクラの園

薬樹園

芝生広場

所
で
す
。

県
民
の
だ
れ
も
が
手
軽
に
自
由
に
自
然
に

親
し
み
、
自
然
を
学
び
、
緑
の
中
で
想
う
こ

と
の
で
き
る
総
合
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
、
昭
和
五
十
八
年
の
置
県
一

O
O周
年
に

完
成
を
目
指
し
て
計
画
さ
れ
た
県
民
公
園
は
、

小
杉
町
太
閤
山
の
南
か
ら
砺
波
市
頼
成
山
に

至
る
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
丘
陵
地
帯
に
位
置

し
、
面
積
は
約
二
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規

模
で
、

A
地
区
、
太
閤
山
ラ
ン
ド
、

B
地
区
、

県
民
ゴ
ル
フ
場
、

C
地
区
、
自
然
博
物
園
、

D
地
区
、
保
健
休
養
林
、
の
四
地
区
か
ら
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
昭
和
四
十
四
年
に
第
二
十
回

全
国
植
樹
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
砺
波
市
頼

成
地
内
を
中
心
に
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た

D
地
区
、
保
健
休
養
林
は
、
県
民
か
ら
の
愛

口
称
募
集
に
よ
り
、

「頼
成
の
森
」
、
と
決
定
し
、

畑
施
設
の
主
な
工
事
も
ほ
ぼ
完
成
し
た
の
で
同

ノ'

公
園
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
四
月
末
に
開
園

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

頼
成
の
森
は

圏
内
は
、
ア
カ
マ
ツ
、
ナ
ラ
、
ホ
オ
ノ
キ

な
ど
の
天
然
林
と
、
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
、
マ
ス

ヤ
マ
ス
ギ
な
ど
の
人
工
林
が
混
生
し
た
標
高

.いろいろなハイキング・コースがあります

A 公圏外周コース(若い人むき) 所要時間-3時間30分 距離-6.0km

第 1駐車場一ドングリのこみちーミツバツツジの道一ソ ヨゴの道一緑のトンネル一天狗山

見晴の丘一ツバキの道一松風の道一花木の園一牛が谷池一第 2駐車場一第 1駐車場

B 中腹コース(年配むき) 所要時間-3時間 距離-5.0km

第 1駐車場 車道一管理車道一牛が谷池一管 2駐車場一第 1駐車場

C 天狗山コース

番号 コ ス 片道所要時間 片昼巨荷道量

C-l 第2駐車場一天狗のこみち一天狗山 50分 1.1km 

C-2 第2駐車場一ツツジのこみち一天狗山 40分 O.8km 

C-3 第2駐車場一牛が谷池一見晴の丘一天狗山 1時間20分 I.4km 

第2駐車場一牛が谷池一松風の道一千光
C-4 1時間30分 1.8km 

寺展望台ーツバキの道一天狗山

百
五
十
灯
前
後
の
丘
陵
地
帯
で
、
約
二
百
六

十
種
の
植
物
と
、
約
二
十
六
科
六
十
六
種
の

鳥
類
の
生
息
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
圏
内
い

た
る
と
こ
ろ
に
緑
の
ト
ン
ネ
ル
歩
道
が
あ
り
、

小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
賑
や
か
に
聞
か
れ
ま
す
。

陵
線
沿
い
に
あ
る
遊
歩
道
か
ら
は
砺
波
平

野
の
散
居
村
、
テ
レ
ビ
の
「
天
と
地
と
」
で

知
ら
れ
た
千
光
寺
や
増
山
城
跡
、
和
田
川
ダ

ム
、
遠
く
に
霞
む
立
山
連
峰
な
ど
の
眺
望
が

す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

10 

標
高
百
九
十
二
灯
の
天
狗
山
山
頂

に
至
る
数
々
の
遊
歩
道
に
は
、
ツ
ツ
ジ
の
小

径
、
ツ
バ
キ
の
小
径
、
松
葉
の
小
径
、
ソ
ヨ

ゴ
の
小
径
な
ど
の
愛
称
が
つ
け
ら
れ
沿
線
に

は
サ
ク
ラ
の
園
、
ツ
バ
キ
の
森
、
ド
ン
グ
リ

の
森
、
小
鳥
の
森
、
さ
ら
に
は
花
の
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
と
し
て
花
木
の
森
な
ど
が
あ
り
牛
ヶ

谷
池
や
、
池
原
池
、
九
社
谷
池
に
影
る
春
の

新
緑
や
花
、
秋
の
紅
葉
な
ど
四
季
折
々
の
森

ム，，、

土
A
F
hん

林
の
美
し
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

圏
内
巳
は
こ
ん
な
施
設
が
あ
り
ま
す

こ
の
「
頼
成
の
森
」
に
は
約
十
六
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
お
よ
び
ツ
ツ
ジ
、
サ
ク
ラ
な
ど
七
十

または富山行で頼成

l'.:E・所要時間には休憩時間を含んでいません。

.次の交通機関が利用できます

1 _国鉄城端線砺波駅下車 砺波パスセンターより定期パス頼成山行、

山バス停下車。

国鉄富山駅前パスターミナルより砺波行、頼成山バス停下車。

公園に接するバス停留場は 3カ所あります。

頼成山一一一頼成の森公園口

池原口 一一一池原出口より 5分

千光寺一一一芹谷出口より 5分

.公園利用のお問合せは・.....

富山県農地林務部 治山課

富山県砺波農地林務事務所

11 

TEL (0764)31-4111(代)

林務課 TEL (07633) 3-5151(代)

2 

3 
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ま
す
。

一
消
費
者
団
体

ω修
理
利
用
の
徹
底
な
ど
商
品
を
長
も
ち
さ

せ
て
使
う
運
動

ω不
用
品
交
換
会
、
使
い
捨
て
商
品
の
利
用

抑
制
、
不
急
不
用
商
品
の
購
入
抑
制
な
ど

生
活
の
む
だ
を
な
く
す
運
動

源
を
活
か
す
運
動

ω家
庭
の
節
電
、
マ
イ
カ
ー
利
用
の
自
粛
な

ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
運
動

同
生
活
設
計
に
つ
い
て
の
体
験
報
告
、
研
究

会
な
ど
の
開
催

附
資
源
を
大
切
に
す
る
事
例
の
発
行
等
啓
発

活
動

ω廃
棄
物
の
分
別
排
出
へ
の
協
力
、
な
ど
資

教
育
・
文
化
団
体

日
本
経
済
は
こ
れ
ま
で
、
世
界
に
も
例
の

な
い
高
度
成
長
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
国

内
資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
は
、
経
済
成
長
に

伴
い
増
大
す
る
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
部

分
を
海
外
か
ら
輸
入
で
ま
か
な
っ
て
き
た
た

め
、
海
外
依
存
度
は
著
し
く
高
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
各
方
面
で
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
限
り
が
あ
り
、
将
来
は
不
足
す
る
で
あ

ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
現
在
、
従
来
の
よ
う

な
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
消
費
し
て

高
度
経
済
成
長
を
図
っ
て
き
た
経
済
運
営
は
、

国
際
協
調
の
う
え
か
ら
も
困
難
に
な
っ
て
ゆ

く
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
、
経
済
の

発
展
と
国
民
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
ゆ
く
た

め
に
は
、
産
業
活
動
と
国
民
生
活
の
両
面
に

わ
た

っ
て
、
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
合
理
的

利
用
を
図
る
な
ど
、
国
民
的
運
動
と
し
て
省

資
源
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
進
め
て
ゆ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

国
で
は
、
省
資
源
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を

進
め
る
た
め
、
昨
年
の
八
月
に
内
閣
官
房
長

官
を
本
部
長
と
す
る
「
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
大
切
に
す
る
運
動
本
部
」
を
設
置
し
、
産

ω副
読
本
の
作
成
、
移
動
教
室
等
を
通
じ
て

の
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
推
進

経
済
・
業
界
団
体

ωア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
な
ど
商
品
を

長
も
ち
さ
せ
て
使
う
運
動

ω過
度
に
消
費
を
刺
激
す
る
広
告
の
自
主
規

制
、
適
正
な
商
品
情
報
の
提
供
な
ど
生
活

の
む
だ
を
な
く
す
運
動

秩
序
あ
る
街
つ
く
り
へ

開発許可制度の規制区域図

仁二コ
hミ二8:B 4月 1日ヵ、ら許可を必

要とする区域

-
開
発
許
可
制
度
と
は

開
発
許
可
制
度
と
は
、
市
街
化
区
域
あ
る

い
は
市
街
化
調
整
区
域
な
ど
の
特
定
の
区
域

の
中
に
お
い
て
、

住
宅
、

事
業
所
等

工
場
、

の
建
築
物
を
建
て
る
た
め
に
宅
地
造
成
を
行

な
う
と
き
は
、

知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
度
を
い
い
ま
す
。

最
近
、

人
口
や
産
業
の
集
中
に
よ
り
都
市

の
周
辺
に
激
し
い
宅
地
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、

山
林
を
虫
が
喰
い
あ

そ
の
結
果
、

農
地
、

ら
す
よ
、
つ
に
、

無
秩
序
な
市
街
化
が
進
行
し

(
こ
れ
を
ス
プ
ロ
ー
ル
と
い
い
ま
す
。)
、
道

路
、
下
水
道
等
の
都
市
施
設
も
な
い
不
良
市

街
地
が
多
く
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め

業
界
に
対
す
る
指
導
や
民
間
団
体
の
省
資
源

活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

県
で
は
、
国
の
こ
の
よ
う
な
施
策
に
対
応

し
て
、
新
生
活
運
動
協
議
会
、
消
費
者
団
体
、

教
育
文
化
団
体
、
経
済
業
界
団
体
、
市
町
村

県
な
ど
県
内
の
主
な
団
体
を
構
成
員
と
す
る

「物
を
大
切
に
す
る
運
動
富
山
県
推
進
会
議
」

を
設
立
し
、
こ
の
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し

て
ゆ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
推
進
会
議
に
よ
り
、

付
構
成

団
体
の
自
主
的
な
省
資
活
動
の
推
進
、

口
構

成
団
体
の
省
資
源
活
動
の
実
態
や
計
画
の
は

握
、
相
互
の
連
絡
調
整
、

臼
省
資
源
に
関
す

る
啓
発

・
情
報
提
供
、
岡
県
民
大
会
の
主
催

等
の
活
動
を
行
な
い
、

長
期
的
見
地
か
ら
資

源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
す
る
県
民
運
動

の
展
開
と
定
着
を
図
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

省
資
源
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
運
動
を
効
果
的

に
進
め
る
に
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ

と
り
が
省
資
源
活
動
に
対
し
て
、
自
主
的
か

っ
積
極
的
に
実
践
し
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

12 

ま
た
民
間
団
体
の
自
主
的
な
省
資
源
活
動

と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ

ω事
業
所
の
節
電
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
品
の

普
及
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
運
動

ω過
剰
包
装
廃
止
運
動

以
上
の
よ
う
な
運
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

で
積
極
的
に
行
な
い
、
限
界
を
告
げ
ら
れ
て

い
る
資
源
を
大
切
に
し
、
住
み
よ
い
豊
か
な

明
日
の
実
現
を
め
ざ
し
た
い
も
の
で
す
。

13 

住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
す
る
た
め
、
昭
和
四

十
三
年
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、
都

市
の
区
域
を
積
極
的
に
市
街
化
を
促
進
さ
せ

る
区
域
(市
街
化
区
域
)と
、
市
街
化
を
お
き

え
る
区
域
(市
街
化
調
整
区
域
)と
に
区
分
し
、

効
率
的
な
公
共
投
資
を
行
な
う
一
方
、

二
疋

の
基
準
に
よ
り
宅
地
造
成
な
ど
の
開
発
行
為

を
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

本
県
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
富

山
市
、
高
岡
市
、
新
湊
市
、
舟
橋
村
、
大
門

町
、
下
村
、
大
島
町
の
全
部
と
婦
中
町
、
小

杉
町
の
一
部
を
含
め
た
九
市
町
村
を
一
つ
と

し
た
広
域
都
市
計
画
区
域
を
対
象
に
市
街
化



区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
線
引
き
が
行
な

わ
れ
、
そ
の
聞
に
取
り
扱
っ
た
許
可
申
請
件

数
は
約
三
、
三

O
O件
で
す
。

開
発
許
可
制
度
が
で
き
て
七
年
間
た
ち
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
社
会
事
情
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
昨
年
同
法
律
が
改
正
さ
れ
昭
和

五
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
点
は

規
制
区
域
の
拡
大

市
街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化
調
整
区
域
の

定
め
ら
れ
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
線
引
き
区

域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
の
中
に
あ
勺
て
も
、

三、

0
0
0平
方
灯
以
上
の
宅
地
造
成
は
、

知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

制
区
域
に
つ
い
て
は
別
図
参
照
)

ニ
開
発
行
為
の
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て

今
ま
で
許
可
が
い
ら
な
か
っ
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
プ
ラ
ン
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
、

ク
ラ

ッ
シ
ャ

l
プ
ラ
ン
ト
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

野
球
場
、
遊
園
地
等
の
特
定
工
作
物
の
築
造

を
目
的
と
し
た
造
成
も
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

現

三
開
発
許
可
基
準
の
追
加

今
ま
で
の
道
路

・
広
場

・
排
水

・
地
盤
等

の
許
可
基
準
の
他
に
、
今
回
、
表
土
の
保
全
、

緩
衝
帯
の
設
置
に
つ
い
て
基
準
が
新
た
に
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

-
結
び

今
ま
で
、
開
発
許
可
が
い
ら
な
か
っ
た
富

土
地
利
用
基
本
計
画

国
土
利
用
計
画
法
が
昨
年
十
二
月
二
十
四

日
に
施
行
と
な
り
、
総
合
的
な
土
地
政
策
が

発
足
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
基
本
と
な
る

の
が
土
地
利
用
基
本
計
画
で
す
。
と
こ
ろ
で

こ
の
計
画
の
ね
ら
い
は
、
望
ま
し
い
土
地
の

利
用
を
図
る
こ
と
で
す
。

県
土
は
百
万
を
超
え
る
県
民
に
と
っ
て
生

活
や
生
産
の
共
通
の
基
盤
で
あ
り
、
限
ら
れ

た
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち
は

狭
い
な
が
ら
も
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
県

土
を
十
二
分
に
生
か
し
生
活
を
営
み
、
文
化

と
県
民
性
を
は
ぐ
く
ん
で
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
経
済
の
め
ざ
ま
し
い
成
長
に
伴
い
、
最

近
、
土
地
利
用
の
著
し
い
混
乱
が
生
じ
て
お

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
都
市
問
題
、
過
疎
開

題
、
自
然
環
境
破
壊
、
地
価
上
昇
問
題
な
ど

で
す
。

無
秩
序
な
住
宅
地
造
り
、
森
林
の
乱
開
発

な
ど
わ
だ
く
し
た
ち
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
美

し
い
県
土
の
破
壊
は
是
非
食
い
止
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
公
共
の
福
祉
優
先

を
基
本
方
針
と
し
て
適
正
か
つ
合
理
的
な
土

地
の
利
用
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
た

び
富
山
県
土
地
利
用
基
本
計
画
を
定
め
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
市
町
村
長
の
意
見
を
十

分
く
み
と
り
富
山
県
国
土
利
用
計
画
地
方
審

議
会
の
意
見
を
き
い
た
う
え
で
、
国
の
承
認

を
う
け
た
も
の
で
す
。

土
地
利
用
基
本
計
画
の
内
容

こ
の
計
画
は
、
計
画
図
と
計
画
書
か
ら
成

っ
て
お
り
ま
す
。

計
画
図
は
、
県
の
区
域
に
つ
い
て
都
市
地

域
、
農
業
地
域
、
森
林
地
域
、
自
然
公
園
地

域
、
自
然
保
全
地
域
の
五
つ
の
地
域
を
定
め

五
万
分
の
一
の
地
図
に
示
し
た
も
の
で
す
。

た
だ
、
こ
の
計
画
図
は
、
法
律
が
施
行
さ
れ

の
仕
方
な
ど
、
五
つ
の
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
土
地
利
用
の
あ
り
か
た
を
定
め
て
い
ま

み
?。そ

の
二
つ
は
、
地
域
が
重
複
し
た
場
合
の

土
地
利
用
の
調
整
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
農
業
地
域
と
森
林
地
域
が
重
複
し

て
い
る
場
合
、
こ
の
地
域
の
土
地
利
用
は
ど

う
す
る
か
な
ど
、
重
複
し
た
地
域
ご
と
に
取

り
扱
い
を
き
め
て
い
ま
す
。

そ
の
三
つ
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
大

規
模
な
公
共
事
業
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
、

土
地
利
用
上
配
慮
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
計
画
地
域
内
に

お
い
て
は
、
そ
の
土
地
利
用
上
障
害
と
な
る

よ
う
な
土
地
取
引
は
制
限
き
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
土
地
の
利
用
は
、
公
共

福
祉
優
先
の
考
え
で
す
。

土
地
利
用
基
本
計
画
の
役
割
り

一
つ
は
、
都
市
計
画
法
や
農
振
法
な
ど
の

土
地
利
用
計
画
の
上
位
計
画
と
し
て
、

そ
の

基
本
方
向
を
示
す
役
割
り
で
す
。

「
現
在
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
都
市
計
画

法
、
農
業
振
興
法
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
法
律

に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
計
画
が
た
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ね
ら
い
や
対
象
と
す
る
地
域

を
異
に
し
て
い
ま
す
が
、
相
互
に
重
複
し
て

い
る
場
合
が
少
な
い
の
み
で
な
く
、

ま
れ
に

は
考
え
方
に
食
い
違
い
が
あ
る
こ
と
も
否
定

山

・
高
岡
広
域
都
市
計
画
区
域
以
外
の
都
市

計
画
区
域
に
お
い
て
も
規
制
対
象
と
な
り

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
宅
地
造
成
を
計
画
さ
れ

る
人
は
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
十
分
に
理
解

さ
れ
、
秩
序
あ
る
街
づ
く
り
に
ご
協
力
ね
が

い
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
建
築
住
宅

課

・
土
木
事
務
所
市
町
村
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

オ4

る
と
同
時
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、

当
面
は
都
市
計
画
法
や
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
な
ど
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

た
線
引
き
を
尊
重
し
て
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
計
画
書
は
、
八
ム
害
の
防
止
、
自
然

環
境
お
も
び
歴
史
的
風
土
の
保
全
、
治
山
治

水
対
策
な
ど
考
え
た
う
え
で
の
地
域
に
即
し

た
土
地
利
用
の
あ
り
か
た
を
定
め
た
も
の
で

内
容
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
地
域
ご
と
に
土
地
利
用
の

原
則
を
定
め
た
も
の
で
す
。
都
市
地
域
内
の

土
地
の
使
い
か
た
、
農
業
地
域
内
で
の
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
相
互
に
重
複
が
あ
る
こ
と
は

一
概
に
悪
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

土
地
利
用
基
本
計
画
は
考
え
方
の
食
い
違
い

な
ど
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
全
く
の
白
地

に
絵
を
描
く
わ
け
で
は
な
い
の
で
今
ま
で
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
土
地
利
用
に

関
す
る
計
画
を
尊
重
し
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん

問
題
を
解
決
し
て
い
く
考
え
で
す
。」

も
う
一
つ
は
、
土
地
の
売
買
な
ど
の
契
約

に
あ
た
っ
て
そ
の
利
用
目
的
の
良
し
悪
し
を

判
断
す
る
と
き
の
基
準
と
し
て
の
役
割
り
で

す。
土
地
を
も
う
け
の
た
め
に
売
買
す
る
こ
と

や
、
地
価
の
値
上
り
は
、
わ
だ
く
し
た
ち
の

生
活
に
悪
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
や
め
さ
せ
て
土
地
を
正
し

く
使
う
た
め
に
、
公
共
の
福
祉
の
立
場
か
ら

土
地
の
売
買
な
ど
の
制
限
(
土
地
取
引
の
規

制
と
い
い
ま
す
)
を
強
め
ま
す
。

お
わ
り
に
、
県
民
の
財
産
で
あ
り
ま
す
県

土
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
、
土
地
利
用
の

道
標
で
あ
り
ま
す
土
地
利
用
基
本
計
画
を
今

後
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
は
県
民
の
み
な
き

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

15 



社
会
復
帰
を
め
ざ
し
て
|
社
会
福
祉
総
合
施
設
|

身
体
障
害
者
(
児
)
の
福
祉
の
増
進
を
は
か

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
人
達
の
各
種
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
施
設

・
設
備
等
を
総
合
し
た

「
(
社
会
福
祉
総
合
施
設
(
仮
称
)
L

の
建
設
を

計
画
し
、
昭
和
五
十
八
年
の
置
県
一

O
O周

年
記
入
金
事
業
と
し
て
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら

計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
の
用
地
と
し
て
、
常
願
寺
川
に

近
い
富
山
市
針
原
に
約
十
五
万
九
千
二
百
平

方
灯
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

日j

保加
存工
期きさ
閏届
の

包
装
さ
れ
た
加
工
食
品
に
は
ほ
と
ん
ど
製
造

年
月
日
が
記
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

A
F
2
の
廃
止
に
よ
り
加
工
食
品
の
保
存
期
聞

が
問
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

保
存
期
間
は
食
品
の
取
り
扱
い
方
や
保
存
方
法

に
よ
っ
て
一
が
い
に
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
標
準

的
保
存
期
間
と
購
入
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み

キデしょ、っ。

合
同
加
工
食
ロ
∞
の
購
入
方
法

家
族
の
人
数
に
応
じ
て
大
き
さ
を
選
ぶ
--と

大
き
い
か
ら
徳
用
と
考
え
て
大
き
い
も
の
を

購
入
し
が
ち
で
す
が
、
保
存
期
間
と
使
用
す
る

量
を
考
え
て
大
き
さ
を
選
ぶ
v

」
と
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
食
用
油
は
開
封
す
る
と
一

1
三
カ
月
で

酸
化
し
ま
す
。
小
人
数
の
家
族
で
は
大
き
い
缶

よ
り
も
び
ん
の
方
が
早
く
使
い
切
れ
て
よ
い
わ

.-----=- I色

CO~…J 回
け
で
す
。

塊
で
買
う
こ
と

肉
や
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
は
切
り
目
を

多
く
入
れ
る
と
細
菌
の
繁
殖
が
し
や
す
く
な
り

一
1
二
日
し
か
も
ち
ま
せ
ん
。
塊
で
購
入
す
れ

ば
日
持
ち
も
長
く
な
り
ま
す
。

早
〈
冷
蔵
庫
に

冷
蔵
や
冷
凍
を
要
す
る
も
の
は
早
く
冷
蔵
庫

に
入
れ
な
い
と
早
く
わ
る
く
な
り
ま
す
。
牛
乳

は
製
造
年
月
日
か
ら
一
週
間
も
っ
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
配
達
と
同
時
に
冷
蔵
庫
に
し
ま
わ
な
い

と
早
く
腐
り
ま
す
。
ま
た
冷
凍
食
品
は
解
凍
す

食品名 |保存温度|保存期間

ひき肉 2'C 1日

薄切り肉 2'C 2-3日

魚|肉片 2'C 6日

肉|薄切りベーコン 5'C 10日

加|薄切りハム 5'C 1日

工|ハムソーセージ 5'C 25-30日

品|ウィンナーソーセージ 5'C 7-10日

かまぼこ 5'C 3-4日

かまぼこ真空 5'C 1カ月

冷|魚 類 |ー15'C-ー18'CI 8カ月 -1年

:1肉 類 1-15'C--18'C 16 6;fJJ1-1年半

品|野菜、果実類 |ー15'C-ー18'CI 1年-2年

チーズ 5'C 1年

乳|バター 5'C 10カ月

11牛乳、牛飲料 5 'c 日日

ぴ|乳厳飲料 | 常温 1年
乳 I"'1 zs". -;tt: 4'L- ~.. ，.. 0，...， 
製|乳駿菌飲料 5'C 7日

品|調繋粉乳 20'C I 1年-1年半

エパミルク 20'C 1年

しょうゆ 缶、ぴん| 常温 1年

一 l ポリ| 常渇 2-3カ月

一|マヨネーズソース ぴん| 附 9カ月

料| ポリ| 附 6カ月

I トマトケチャップ ぴん| 常温 2年

ポリ| 常混 10カ月

缶| 常温 2-3年

ぴん| 常温 I 1年-1年半

ポリ| 常温 I 7カ月 -1年

マーガリン 5'C 1年

:1インリント日ン| 常温 |夏2カ問月

食パン | 常温 |夏2目、冬5日

小 麦 粉 | 常温 6カ月

缶 詰 |常温 2年

ぴん詰 | 常温 2年

そ|レトルト食品 | 常温 1年

自|果実飲料 缶| 常温 1年

の|ビ ー ル | 常温 |夏3カ月冬6カ月

瓦|酒 | 常温 6カ月

卵 7'C 2カ月

凍 豆 腐 | 常温 3カ月

(注) 各資料や、メーカーの意見を参考にしたので、この保存期間を経過したら腐敗するというのではなく、

おいしく食べられる期間です。

考{蔚開封後保存期間

2週間

2日

種類

家庭用冷蔵庫 1カ月保存

製氷室 1週間保存

10日

解凍後はすぐ使

用する

一
、
施
設
計
画

計
画
は
、
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
の
身
体
障

害
者
(
児
)
を
対
象
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
施
設
を
「
治
療
l

後
療
法
i

更
生
訓
練

|
自
立
更
生
L

の
四
つ
の
面
か
ら
と
ら
え
、

体
系
的
、
総
合
的
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。

ま
ず
、

「
治
療
」

か
ら
「
後
療
法
」
段
階
の

施
設
は
、
治
療
、
機
能
回
復
訓
練
お
よ
び
日

常
生
活
訓
練
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
病
院
」
、

「肢

体
不
自
由
児
施
設
(
高
志
学
園
)
」

お
よ
び

「
肢
体
不
自
由
児
養
護
学
校
」
の
建
設
を
は
か

り
ま
す
。

次
に
、

「更
生
訓
練
」段
階
の
施
設
で
は
、

精
神
的
治
療
、
社
会
適
応
訓
練
お
よ
び
職
業

準
備
訓
練
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
肢
体
不
自
由
者
更
生
施
設
」
お
よ
び
「
内

部
障
害
者
更
生
施
設
L

の
建
設
を
は
か
り
ま

す
。

「
自
立
更
生
」
段
階
の
施
設
と
し
て
は
、

職
業
的
更
生
訓
練
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
に
、

「
身
体
障
害
者
授
産
施
設
」
お
よ
び
「
身
体

障
害
者
福
祉
工
場
」
の
建
設
を
は
か
り
ま
す
。

る
と
ま
ず
く
腐
敗
も
早
く
な
り
ま
す
の
で
霜
の

つ
い
て
い
な
い
も
の
を
購
入
し
、
早
く
冷
凍
庫

・

に
保
存
を
す
る
こ
と
。
夏
期
に
購
入
す
る
場
合

に
は
ハ

ツ
ポ
ウ
ス
チ
ロ
ー
ル
の
容
器
(
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
の
容
器
)

を
使
用
す
る
と
解
凍
が
遅
く
て
都
合
の
よ
い
も

の
で
す
。

開
封
し
た
ら
早
め
に
使
う
こ
と

食
品
に
よ
っ
て
日
持
ち
が
異
な
り
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
早
く
使
う
こ
と
で
す
。
缶
詰
め
は

開
封
と
同
時
に
ス
ズ
が
溶
け
て
で
ま
す
の
で
別

の
容
器
に
入
れ
る
か
早
く
使
い
き
る
こ
と
、
マ

缶入りは冷蔵し、 l年以
内に使用

直射日光のあたらない涼

しい所に保存

開栓後は冷蔵庫に保存

湿気をきけ、冷暗附こ保存

存。
本{
 

所時An
 

、-a且
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E

目目目
且
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3週間

3週間

すぐに

3週間

すぐに

1カ月

冷蔵で7日

1カ月

1カ月

2週間

2週間

2週間

2週間

1-3カ月

1-3カ月

1-3カ月

3週間

泊周食

品
田
包
日

・1

1

ま
た
重
度
の
寝
た
き
り
・
身
体
障
害
者
の
た

め
に
は
、
治
療
、
健
康
管
理
、
日
常
生
活
指

導
訓
練
等
の
補
完
的
な
訓
練
な
ど
を
行
な
う

「身
体
障
害
者
療
護
施
設
」
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
目
や
耳
の
不
自
由
な
人
た
ち

を
含
め
た
一
般
身
体
障
害
者
の
た
め
に
は
、

教
養
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
健
全
な
保
健
保
養
等
の
場
と
し
て
の

「身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(福
祉
会
館
)
」

を
設
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
共
通
付
属
設

備
と
し
て
、
「
保
育
所
L

、
「
職
員
住
宅
」
、
「
身

体
障
害
者
モ
デ
ル
住
宅
」
、

寸
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」
等
を
設
け
る
計
画
で
す
。

な
お
、
以
上
の
地
設
の
配
置
は
別
図
の
と

お
リ
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

16 

二
、
昭
和
五
十
年
度
計
画

と
り
あ
、
え
ず
初
年
度
は
、
老
朽
化
し
て
い

る
肢
体
不
自
由
児
施
設
・
高
志
学
園
(
富
山

市
寺
町
)
の
移
転
新
築
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
、
四
千
平
方
灯
で
、
重
度
肢
体
不
自
由
児

を
含
め
て
入
院
百
三
十
人
(
う
ち
重
度
三
十

人
)
、
母
子
通
園
三
十
人
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

ヨ
ネ

l
ズ
や
バ
タ
l
等
は
酸
化
や
芳
香
な
ど
の

関
係
で
開
封
し
て
か
ら
の
保
存
期
間
は
相
当
短

か
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
加
工
食
品
の
標
準
的
保
存
期
間
と
購
入

方
法
に
つ
い
て
の
べ
て
き
ま
し
た
が
、
保
存
の

方
法
に
よ
っ
て
日
数
に
も
相
当
差
が
で
て
き
ま

す
。
多
量
に
購
入
し
た
場
合
に
は
涼
し
い
所
に

置
く
と
か
、
冷
凍
す
る
と
か
、
火
を
通
す
と
か

す
る
こ
と
。
で
き
る
だ
け
日
付
け
を
み
て
計
画

的
に
購
入
す
る
こ
と
、
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い

こ
と
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

乾燥した涼しい所で保存

qフ



i物価と家計簿え

富山県の消費者物価のうごき
〈昭和49年〉

-
年
初
に
急
騰
、

後
半
は
鎮
静
化
(
図
1
)

四
十
九
年
の
県
内
五
市
(
富
山
、
高
岡
、

新
湊
、
魚
津
、
砺
波
の
各
市
)
平
均
の
消

費
者
物
価
指
数
は
、
年
初
の
一
月
が
前
月

に
比
べ
同
五
・

O
%
と
最
高
の
上
昇
率
を

記
録
し
、
二
月
、
四
月
も
同
三
%
台
の
大

き
な
上
昇
で
し
た
。
し
か
し
、
八
月
に
十

五
カ
月
ぶ
り
に

H
0
・一

%
と
さ
が
り

そ
の
後
は
、
だ
い
た
い

一
%前
後
の
上
昇

と
落
ち
着
き
を
み
せ
た
た
め
、
十
二
月
に

は
、
前
年
の
同
じ
月
と
の
比
較
で
伸
二一

.
九
%
の
上
昇
と
四
十
九
年
の
最
低
に
な

ハ
ノ
土
品

l
v
ゎ~
。

図 1消費者物価指数

% 
40 

45年 =100 

消費者物価指数

率崎
一
容

同

月

草

ナ

向

上
年

月

前

前
対

対口
口

% 
160 

し
か
し
十
月
以
降
は
、
秋

・
冬
野
菜
が

順
調
に
出
回
わ

っ
て
価
格
が
下
が
り
、
十

二
月
に
は
前
年
の
同
じ
月
に
く
ら
べ
わ
ず

か
に
下
回
り
ま
し
た
。

図4季節食料の月別動き

一一一一-49年
ーーー一一一ーー 48年

物果菜里予生鮮魚 介220 

200 

180 

-
住
居
費
が
最
高
の
上
昇
(
図
2
)

四
十
九
年
の
総
合
の
上
昇
率
は
二
四
・

五
%
で
あ
る
が
、
費
目
ご
と
に
四
十
九
年

の
上
昇
率
を
み
る
と
、
住
居
が
三
三

・
五

%
と
最
も
大
き
く
、
食
料

・
光
熱

・
雑
費

も
二
O
%
台
の
大
幅
な
上
昇
で
、
い
ず
れ

も
前
年
の
上
昇
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。

た
だ
被
服
が
前
年
の
上
昇
率
が
大
き
か

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
前
年
を
下
回
り
ま
し

た
。

-
設
備
修
繕
の
上
昇
率
は

五

O
%を
こ
え
る
(
図
3
)

も
う
少
し
、
こ
ま
か
く
、
上
昇
率
の
大

き
い
も
の
を
み
る
と
「
設
備
修
繕
L

が、

30 

20 

140 

120 

100 10 

V
果
物

果
物
の
指
数
は
、
年
の
初
め
と
終
り
が

低
く
、
な
か
は
が
高
い
昨
年
と
よ
く
似
た

パ
タ
ー
ン
で
推
移
し
ま
し
た
が
、
前
年
の

水
準
が
低
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
各
月
と

も
前
年
よ
り
高
い
水
準
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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図25大賞目別上昇率

|月 2

11 11 11 1月 3

1月から 1月から

品目 銘 中両 単位 価格 みた上昇 品目 銘 柄 単位 価格 みた上昇

(円) 率(%) (円) 率 (%)

食パン 普通品 1 kg 267 0 み そ 並，袋入 (1 kg入) 1袋 240 。
即ラ席ーメ ン 即席中華めん袋入り 100 g 47 ム0.2 砂 糖 上自 1 kg 292 ム0.7

あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上 ) 100 g 91 ム11.7 レモン 1個約110g， Iサンキスト」 1 kg ム9.8

さ ば 丸(長さ約25cm-35cm) 100 g 18 ム37.9 パ ナナ 1 kg 3.9 

し、 か するめいか 100 g 107 10.3 ちり紙 白ちり 3号， クレープ付 800キ文 149 ム9.7

牛 肉 中 100 g 243 。せ洗んた く用剤 合( 2成65洗kg剤入~ )粒状箱入 l箱 653 。
豚 肉 中 100 g 143 2.1 ベニヤ板 類フ 1ワ等ン(材i82~普m通X 9合lc板m ，×JA2 S7M2 ) l枚 295 ム2.6

ノ、 ム プレスハ ム，上 100 g 165 。ワイ(混シ紡ャ)ツ 紡カブッロターードhiポ0番リ手エ，ス白テ，普ルせ盈混品 l枚 2，100 3.3 

牛 宇L 加工乳(200cc入 )月極め l本 45 oせ んた く代 綿配達~，ワ料イ金シ後ャ 払ツ (いカ ッター) 1枚 105 5.0 

鶏 卵 11国是守60g 1 kg 358 7.8 灯 t由 白灯油，詰替売り，配達 18.e 633 ム1.1

キ ャ ベツ 1 kg 53 ム10.2
プ ロ ノマン

家庭用， 10kg，容器代除 〈 1本 1，500 。
ガ ス

7自了 動車 現レギ金ュ売ラりーガソリ ンほ うれん草 1 kg 155 ム27.2 ソ リ ン 1 .e 108 。
大 半艮 1 kg 49 2.1 理 髪 料 大人調髪(洗髪を含む) l回 1，475 。
大 豆ー 黄白豆 100 g 24 。パーマ ネン

コールド (セ y 卜を含む) l回 3，500 。
トイ℃

しょ う j由 r(農2口i上入)・「びキんヮ話コーマ ン印」Ll本 1 445 。ノトマンyアキ インスグ サナイイロ ン 100% ， プ レ ーン ~L- I 広口 200 。
ズ M， 15-20デニール l 

へ
い
工
事
な
ど
の
工
事
費
、
セ
メ
ン
ト

・

く
ぎ
な
ど
の
材
料
費
が
値
上
が
り
し
た
た

め
五
一

・
一
%
と
大
き
く
上
昇
し
た
ほ
か
、

燃
料
の
値
上
が
り
で
「
そ
の
他
の
光
熱
」

が
、
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の
具
な
ど
の
値
上
が

り
で

「文
房
具
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
四
つ

%

台
の
上
昇
と
な
っ
た
の
が
目
立

っ
て
い
ま

す
。

-
生
鮮
食
料
は

そ
れ
ぞ
れ
大
幅
上
昇
(
図
4
)

物
価
の
動
き
を
大
き
く
左
右
す
る
生
鮮

食
料
(生
鮮
魚
介
、
野
菜
、
果
物
)は
、
季

節
に
よ
っ
て
価
格
が
変
動
す
る
の
で
図
4

で
は
、
四
十
八
年
と
四
十
九
年
の
各
月
の

10 
% 雑f波光{主食総

20 

富山市の品目別価格(2月分)

動
き
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
。

V
生
鮮
魚
介

四
十
八
年
は
、
水
銀
汚
染
問
題
の
影
響

も
あ

っ
て
価
格
が
低
迷
し
ま
し
た
が
、
四

十
九
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は
あ
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も
の
の
、
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月
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も
前
年
の
同
じ
月
を
上

回
り
ま
し
た
。

と
く
に
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月
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は
、
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%
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え

る
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率
と
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て
い
ま
す
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四
十
九
年
は
、
前
年
に
続
く
作
付
面
積

の
減
少
と
、
時
期
的
な
不
作
の
た
め
に
、

総
じ
て
高
値
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
四
月

ま
で
は
、
各
月
と
も
前
年
に
比
べ
五
O

%

以
上
の
高
い
上
昇
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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i主 ・生鮮食料品は上・中・下旬の平均価格， その他の品目は中旬の価格です。ム印は，マイナスを示しています。
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-県政のうごき

2月4日 . 県の人口106万 に

富山県統計調査課は、 1月 1日現ギ1舎の白山県人口は

男51万2，526人、女55万3，523人の総人口 106万6，049人

と発表した。

2月4日 . 学校給食に助成を

学校給食に対する 一部助成を実現する会の代表らは

県庁に中田知事を訪ね、学校給食の県費助成条例制定

のための9万2，000人余の直接請求署名簿を提出した。

県の人口 106万人 に
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2月 4 日~28日

2月4日 . 冬季国体選手団

富山県体協と県教委は、第30回国体冬季スキー競技

会に鹿熊安正県スキ一連盟会長を団長に役員 5人、監

督 6人、選手42人 の 計53人を派遣することにした。

2月5日.生産調整16~~不滅に

ことしの富 山県の生産調整は、昨年の目標数量 1万

6，600f
" より 1害IJ6分減らした 1万3，900f

" とし、事前

売り渡し申し込み限度数量は、うるち米24万600f
" 、も

ち米 1万4，900トシの計25万5，500ι とな った。

2月5日 . 県の新年度予算きまる

中田知事は 、昭和50年度予算編成について記者会見、

福祉、中小企業に重点の一般会計1，483億 729万6，000円、

特別会 計119億4，329万8，000円 、収益会計、企業会計合

せて1，852億4，93万9，000円の予算を発表した。

活躍が期待される県選手団

2月12日 . 富山港にも不等沈下タンク

富 山市の消防本部は 、富 山港周辺の石油タンク群を

特別査察した結果、沈下許容量3.8γ に対して7.8γ と

基準の 2倍 以上の不等沈下しているものがあったほか

欠陥タンクも明らかになったため、油の抜きとりを指

示した。

2月15日.地価10~~λ下り

富 山県は、昨年 1年聞の地価動向をきめた結果、平

均 10;;*値下りして いたことがわか った。

タンク 群の再点検必至

a:J 

2月19日e2月定例県議会

昭和50年度予算案を審議の 2月定例富山県議会が始

まり、中田知事は「物質的豊かさを追う時代は終わっ

た。 物 を大切にする 一 方、真の豊かさとは何 かを考え

よう」と提案理由説明で所信を述べた。

2月21日 . 高校入学願書締切る

県立高校の50年度入学願書が締め切られ、募集定数

1万735人に対し、 1万3，353人が出願、 平均競争率

1.241音とな っfこ。

新年度予算案が決定 される 2月議会



みんなの力で 成功させようノ

極楽坂スキー場

粟巣野スキー場

I • _ I _ 、~... r _ r.. I...-=:量宝

、 f~Wtこ天と刀と反~I円と
昭和51年2月14日〈土)~17日〈火) 4日間

テレビ「みんなの県政」あんない

-北日本放送

毎週日曜日、午前9時から30分間

小学生のコーラスを紹介しながら県の施策

をわかりやすく解説します口

-富山テレビ

包週月曜日から土曜日までの包日、午後 5

時45分から5分間

物価情報、お知らせ、県政一口メモ¥県政

二ユ スなどの情報番組です。

新聞「みんなの県政」は 4紙に

包月最終土曜日に北日本、富山、読売、北陸

中日の各新聞に県政の最近の動きや、身近な

お知らせを載せています。

ご意見ご希望を県民諜へどしどしお寄せくだ

さい。

ft (0764) 31-4111 (内線 468)

県民のみなさんと県政をむすぶために 、県民相談室が

あります。 気軽にご利用下さい。

富山県県民課〒930富山市新総幽鎗1-7宮 (0764)31-4111 

高岡地方県民相談室 〒933高岡市赤祖父211 宮 (0766)21-9411 

魚津地方県民相談室 〒937魚津市新宿10ー7 宮 (0765)24-5311

砺波地方県民相談室 〒939-13砺波市幸町1-7ft(07633)3-5151 

.みんなの県政 4月号 JIo.75 ・企画発行富山県県民生活局県民議富山市新総曲給lの7ft31-4111干930
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